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日
本
は
し
っ
か
り
ス
タ
ー
ト
を
切
っ
た

　
「
こ
の
タ
ス
ク
に
は
長
い
時
間
が
必
要
で
す
。
日
本
政
府
や
東
京

電
力
は
三
〇
～
四
〇
年
を
目
処
と
し
て
い
ま
す
が
、
実
際
に
ど
れ
ほ

ど
の
歳
月
が
か
か
る
か
、
現
時
点
で
明
言
す
る
の
は
困
難
で
す
」

　

二
〇
一
三
年
四
月
二
十
五
日
、
原
産
年
次
大
会
（
日
本
原
子
力
産

業
協
会
主
催
）
の
た
め
来
日
し
た
デ
ニ
ス
・
フ
ロ
ー
リ
ー
Ｉ
Ａ
Ｅ
Ａ

事
務
次
長
は
、
講
演
後
の
共
同
記
者
会
見
で
東
京
電
力
福
島
第
一
原

子
力
発
電
所
の
廃
炉
に
向
け
た
取
り
組
み
に
つ
い
て
、
厳
し
い
見
通

し
を
示
し
た
。

　

フ
ロ
ー
リ
ー
さ
ん
の
発
言
は
、
原
産
大
会
の
前
週
に
行
わ
れ
た
Ｉ

Ａ
Ｅ
Ａ
調
査
団
に
よ
る
廃
炉
作
業
の
調
査
結
果
を
踏
ま
え
た
も
の
だ
。

こ
の
調
査
は
、
日
本
政
府
が
廃
炉
作
業
の
妥
当
性
に
つ
い
て
客
観
的

意
見
を
求
め
る
た
め
Ｉ
Ａ
Ｅ
Ａ
に
要
請
。
Ｉ
Ａ
Ｅ
Ａ
は
昨
夏
、
東
日

本
大
震
災
で
被
災
し
た
東
北
電
力
女
川
原
子
力
発
電
所
の
耐
震
調
査

を
実
施
、
四
月
初
旬
に
「
驚
く
ほ
ど
損
傷
を
受
け
て
い
な
い
」
と
の

最
終
報
告
書
を
公
表
済
み
だ
が
、
廃
炉
作
業
の
評
価
を
目
的
と
し
た

調
査
団
の
来
日
は
今
回
が
初
め
て
。
調
査
団
は
、
福
島
の
現
場
を
訪

れ
、
原
子
炉
の
安
定
状
況
や
汚
染
水
の
管
理
状
況
、
廃
炉
計
画
な
ど

に
つ
い
て
詳
細
な
レ
ビ
ュ
ー
を
行
っ
た
。

　
「
私
自
身
、
昨
年
十
二
月
に
福
島
を
訪
れ
、
現
地
で
働
く
す
べ
て

の
人
々
が
困
難
な
タ
ス
ク
に
献
身
的
に
取
り
組
ん
で
い
る
姿
を
目
の

当
た
り
に
し
ま
し
た
」
と
フ
ロ
ー
リ
ー
さ
ん
。
今
、
サ
イ
ト
の
安
全

性
は
応
急
的
な
技
術
に
依
存
し
て
お
り
、
そ
れ
を
強
化
す
る
と
と
も

に
、
汚
染
水
に
も
対
応
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
廃
炉
に
は
新
し
い

技
術
開
発
が
必
要
だ
が
、
一
体
ど
の
よ
う
な
技
術
が
必
要
な
の
か
。

未
知
の
技
術
開
発
を
模
索
す
る
こ
と
か
ら
始
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

─
─
等
々
、
廃
炉
の
困
難
さ
に
言
及
し
つ
つ
、「
た
だ
、
重
要
な
の

は
日
本
の
原
子
力
業
界
が
廃
炉
と
い
う
次
の
ス
テ
ッ
プ
へ
し
っ
か
り

Ｉ
Ａ
Ｅ
Ａ
が
主
導
す
る

フ
ク
シ
マ
後
の
世
界
の
原
子
力
安
全

2013年4月、IAEAは福島第一原子力発電所に廃炉作業の評価を目的とした
調査団を派遣。廃炉作業に向けて汚染水処理は直近の大きな課題だ ⒸGreg Webb/IAEA

ウィーンのIAEA本部 ⒸPPS通信社デニス・フローリー ＩＡＥＡ事務次長
（原子力安全・セキュリティ局担当）

1953年アイゼンハワー米大統領による国連での
“Atoms for Peace”演説 ⒸUnited Nations/New York

ス
タ
ー
ト
を
切
っ
た
と
い
う
こ
と
。
Ｉ
Ａ
Ｅ
Ａ
と
し
て
も
、
そ
れ
を

支
援
す
る
準
備
は
で
き
て
い
ま
す
」
と
言
葉
を
つ
な
い
だ
。

核
テ
ロ
リ
ズ
ム
の
脅
威
に
備
え
る

　

Ｉ
Ａ
Ｅ
Ａ
（International A

tom
ic Energy A

gency

）
は
、

一
九
五
三
年
の
ア
イ
ゼ
ン
ハ
ワ
ー
米
大
統
領
に
よ
る
国
連
演
説

「A
tom
s for Peace

」
を
機
に
設
立
気
運
が
高
ま
り
、
五
六
年
の
国

連
Ｉ
Ａ
Ｅ
Ａ
憲
章
採
択
を
経
て
、
翌
五
七
年
に
発
足
し
た
。
ウ
ィ
ー

ン
に
本
部
を
置
き
、
二
〇
一
三
年
現
在
、
加
盟
国
は
一
五
九
カ
国
。

〇
九
年
か
ら
天
野
之
弥
氏
が
日
本
人
初
の
事
務
局
長
を
務
め
て
い
る
。

　

発
足
か
ら
半
世
紀
以
上
、「
原
子
力
の
平
和
利
用
促
進
と
軍
事
転

用
防
止
」
と
い
う
Ｉ
Ａ
Ｅ
Ａ
の
役
割
は
変
わ
ら
な
い
が
、
原
子
力
や

核
を
巡
る
情
勢
は
、
こ
の
間
大
き
く
変
化
し
た
。

　

一
つ
は
「
核
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
」
の
重
要
性
の
高
ま
り
。
九
一
年
の

ソ
連
崩
壊
後
、
旧
ソ
連
に
あ
っ
た
核
物
質
が
不
法
に
持
ち
出
さ
れ
、

フ
ク
シ
マ
事
故
を
教
訓
に
、
原
子
力
安
全
の
重
要
性
が
再
認
識
さ
れ
る
な
か
、

Ｉ
Ａ
Ｅ
Ａ
（
国
際
原
子
力
機
関
）
は
、
世
界
の
原
子
力
安
全
の
た
め
に

ど
の
よ
う
な
活
動
を
行
っ
て
い
る
の
か
。
ま
た
日
本
の
原
子
力
の
安
全
レ
ベ
ル
や

３
・
11
後
の
取
り
組
み
を
ど
う
評
価
し
て
い
る
の
か
。

四
月
に
原
産
年
次
大
会
の
た
め
来
日
し
た
デ
ニ
ス
・
フ
ロ
ー
リ
ー
Ｉ
Ａ
Ｅ
Ａ
事
務
次
長

（
原
子
力
安
全
・
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
局
担
当
）
に
、
話
を
聞
い
た
。

IA
E
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セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
の
脆
弱
性
が
露
呈
し
た
。
そ
し
て
〇
一
年
九
月
十
一

日
、
国
際
テ
ロ
組
織
に
よ
る
同
時
多
発
テ
ロ
が
発
生
。「
核
セ
キ
ュ

リ
テ
ィ
に
携
わ
る
者
と
し
て
シ
ョ
ッ
ク
だ
っ
た
」
と
フ
ロ
ー
リ
ー
さ

ん
が
述
懐
す
る
よ
う
に
、
テ
ロ
リ
ス
ト
に
よ
る
原
子
力
施
設
の
破
壊

工
作
な
ど
「
核
テ
ロ
リ
ズ
ム
の
脅
威
」
が
突
如
、
現
実
味
を
帯
び
た
。

　

こ
う
し
た
こ
と
か
ら
Ｉ
Ａ
Ｅ
Ａ
は
、
〇
三
年
に
核
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ

室
を
設
置
。「
グ
ロ
ー
バ
ル
な
脅
威
に
対
し
て
は
グ
ロ
ー
バ
ル
な
対

応
力
が
必
要
」
と
し
て
、
加
盟
国
へ
の
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ガ
イ
ダ
ン
ス

の
提
供
、
専
門
家
に
よ
る
相
互
評
価
・
ピ
ア
レ
ビ
ュ
ー
や
対
策
の
助

言
、
核
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
支
援
セ
ン
タ
ー
の
設
置
支
援
、
人
材
育
成

支
援
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
を
行
っ
て
い
る
。
今
年
七
月
に
は

ウ
ィ
ー
ン
で
「
核
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
会
議
２
０
１
３
」
を
開
催
。
こ
れ

ま
で
の
実
績
を
踏
ま
え
た
核
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
対
策
の
課
題
や
優
先
順

位
に
つ
い
て
閣
僚
レ
ベ
ル
で
検
討
す
る
初
の
会
合
で
あ
る
。

ポ
ス
ト・フ
ク
シ
マ
の
取
り
組
み

　

一
方
、「
原
子
力
安
全
」
と
し
て
は
、
発
足
当
初
か
ら
世
界
標
準

と
も
言
え
る
安
全
基
準
・
指
針
の
作
成
や
普
及
を
進
め
て
き
た
が
、

一
九
八
六
年
に
起
き
た
チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
事
故
で
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
を
は

じ
め
多
く
の
国
が
影
響
を
受
け
、「
原
子
力
発
電
の
安
全
確
保
は
国

境
を
越
え
た
重
要
課
題
」
と
再
認
識
。
国
際
的
な
原
子
力
安
全
実
現

の
た
め
、
従
来
以
上
に
主
導
的
役
割
を
果
た
す
よ
う
に
な
っ
た
。

　

し
か
し
チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
か
ら
二
十
五
年
後
の
二
〇
一
一
年
三
月

十
一
日
、
フ
ク
シ
マ
事
故
発
生
─
─
。
ア
メ
リ
カ
、
フ
ラ
ン
ス
に
次

ぐ
原
子
力
大
国
で
あ
り
、
世
界
有
数
の
技
術
立
国
で
も
あ
る
日
本
で

の
シ
ビ
ア
ア
ク
シ
デ
ン
ト
発
生
に
危
機
感
を
募
ら
せ
た
Ｉ
Ａ
Ｅ
Ａ
は
、

事
故
か
ら
三
カ
月
後
の
六
月
、「
原
子
力
安
全
に
関
す
る
Ｉ
Ａ
Ｅ
Ａ

上／2011年6月開催の「原子力安全に関するIAEA閣僚会議」（ウィーン） ⒸDean Calma/IAEA

下／2011年9月の「IAEA理事会」（ウィーン） ⒸDean Calma/IAEA

フ
レ
ー
ム
ワ
ー
ク
全
体
に
問
題
が
あ
っ
た

　

共
同
記
者
会
見
の
後
、
フ
ロ
ー
リ
ー
さ
ん
に
単
独
取
材
す
る
機
会

を
得
た
。
ま
ず
「
フ
ク
シ
マ
以
前
」
の
日
本
の
原
子
力
の
安
全
レ
ベ

ル
に
つ
い
て
問
う
と
、「
残
念
な
が
ら
従
来
の
日
本
の
体
制
は
、
Ｉ

Ａ
Ｅ
Ａ
が
定
め
る
安
全
基
準
の
い
く
つ
か
を
満
た
し
て
い
な
か
っ
た

と
言
わ
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
」
と
率
直
な
答
え
が
返
っ
て
き
た
。

　
「
Ｉ
Ａ
Ｅ
Ａ
安
全
基
準
」
は
、
①
基
本
的
な
安
全
の
目
的
と
防
護

の
原
則
を
示
し
た
「
安
全
原
則
」、
②
安
全
原
則
に
則
り
、
人
と
環

境
の
防
護
の
た
め
に
満
た
す
べ
き
要
件
を
制
定
し
た
「
安
全
要
件
」、

③
安
全
要
件
を
遵
守
す
る
た
め
の
方
法
な
ど
を
提
示
し
た
「
安
全
指

針
」
の
三
段
階
で
構
成
。
例
え
ば
、
安
全
原
則
に
は
、「
安
全
の
た

め
の
一
義
的
責
任
は
、
放
射
線
リ
ス
ク
を
生
じ
る
施
設
と
活
動
に
責

任
を
負
う
個
人
ま
た
は
組
織
が
負
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
、
事

業
者
の
責
任
が
明
記
さ
れ
て
い
る
し
、
安
全
要
件
に
は
、
各
国
政
府

は
実
効
的
に
独
立
し
た
規
制
機
関
を
設
置
す
る
こ
と
、
規
制
機
関
は

十
分
な
能
力
を
備
え
た
職
員
を
雇
用
し
て
適
切
な
管
理
を
行
う
こ
と
、

利
害
関
係
者
や
一
般
公
衆
と
十
分
な
対
話
を
行
う
こ
と
─
─
な
ど
が

明
記
さ
れ
て
い
る
。

　

た
だ
、
Ｉ
Ａ
Ｅ
Ａ
安
全
基
準
は
、
国
際
規
格
と
見
な
さ
れ
て
い
る

も
の
の
、
加
盟
各
国
に
遵
守
を
義
務
づ
け
る
も
の
で
は
な
く
、
各
国

の
判
断
に
よ
っ
て
そ
れ
ぞ
れ
の
国
内
法
に
反
映
す
る
か
否
か
が
決
め

ら
れ
る
。

　

日
本
の
場
合
、「
Ｎ
Ｉ
Ｓ
Ａ
（
原
子
力
安
全
・
保
安
院
）
は
経
済

産
業
省
の
直
轄
組
織
で
、
独
立
性
を
保
っ
て
お
ら
ず
、
科
学
的
知
見

の
裏
づ
け
も
欠
い
て
い
た
。
ま
た
事
業
者
は
、
Ｎ
Ｉ
Ｓ
Ａ
か
ら
科
学

的
知
見
に
基
づ
く
ル
ー
ル
と
い
う
よ
り
は
官
僚
的
な
管
理
で
ル
ー
ル

世界はいま――IAEA

フクシマ事故後の2011年5月、IAEAは福島第一原子力発電所に事故調査団を派遣 ⒸGreg Webb/IAEA

閣
僚
会
議
」
を
ウ
ィ
ー
ン
で
開
催
し
、
安
全
強
化
に
向
け
た
行
動
計

画
の
策
定
な
ど
を
決
定
し
た
。

　

続
く
同
年
九
月
に
は
「
原
子
力
安
全
に
関
す
る
Ｉ
Ａ
Ｅ
Ａ
行
動
計

画
」
を
発
表
、
Ｉ
Ａ
Ｅ
Ａ
理
事
会
と
総
会
に
お
い
て
全
会
一
致
で
採

択
さ
れ
た
。
過
酷
な
自
然
災
害
に
対
す
る
安
全
評
価
の
実
施
、
ピ
ア

レ
ビ
ュ
ー
、
緊
急
時
対
応
の
強
化
、
各
国
規
制
機
関
の
評
価
、
運
転

組
織
に
対
す
る
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｒ
Ｔ
（
運
転
管
理
評
価
チ
ー
ム
）
派
遣
、
Ｉ

Ａ
Ｅ
Ａ
安
全
基
準
の
見
直
し
、
法
的
枠
組
み
強
化
等
々
、
十
二
項
目

を
盛
り
込
ん
だ
行
動
計
画
は
、
い
わ
ば
あ
ら
ゆ
る
安
全
対
策
を
結
集

し
グ
ロ
ー
バ
ル
な
原
子
力
安
全
枠
組
み
を
強
化
す
る
初
の
取
り
組
み

だ
。
一
四
年
に
は
フ
ク
シ
マ
事
故
に
関
す
る
包
括
的
報
告
書
を
取
り

ま
と
め
、
フ
ク
シ
マ
の
教
訓
を
世
界
に
発
信
し
て
い
く
と
い
う
。
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を
課
せ
ら
れ
て
お
り
、
原
子
力
安
全
に
積
極
的
に
取
り
組
む
と
い
う

カ
ル
チ
ャ
ー
が
育
た
ず
、
言
わ
れ
た
こ
と
は
や
る
が
、
よ
り
前
向
き

に
柔
軟
に
取
り
組
む
こ
と
は
な
か
っ
た
。
加
え
て
シ
ビ
ア
ア
ク
シ
デ

ン
ト
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
に
弱
み
が
あ
り
、
事
故
時
の
計
画
が
な
か
っ
た

こ
と
か
ら
、
発
電
所
立
地
点
な
ど
地
域
社
会
も
『
事
故
は
起
こ
り
得

る
』
と
い
う
認
識
が
薄
く
、
避
難
計
画
な
ど
緊
急
時
へ
の
備
え
が
不

十
分
で
し
た
。
誰
が
悪
い
と
い
う
わ
け
で
な
く
、
フ
レ
ー
ム
ワ
ー
ク

全
体
に
問
題
が
あ
っ
た
と
思
い
ま
す
」
と
、
フ
ロ
ー
リ
ー
さ
ん
は
言

う
。規

制
基
準・組
織
に
必
要
な
柔
軟
性

　

フ
ク
シ
マ
事
故
を
経
て
、
独
立
し
た
規

制
機
関
の
必
要
性
を
痛
感
し
た
日
本
は
、

二
〇
一
二
年
九
月
、
Ｎ
Ｒ
Ａ
（
原
子
力
規

制
委
員
会
）
を
設
立
。
十
月
か
ら
新
た
な

安
全
基
準
の
策
定
作
業
を
進
め
、
Ｉ
Ａ
Ｅ

Ａ
に
も
同
安
全
基
準
に
照
ら
し
た
評
価
を

求
め
た
。
フ
ロ
ー
リ
ー
さ
ん
は
「
私
自
身

は
ま
だ
新
基
準
の
詳
細
を
把
握
し
て
い
な

い
の
で
コ
メ
ン
ト
は
控
え
ま
す
が
」
と
前

置
き
を
し
て
「
規
制
基
準
に
は
常
に
あ
る

程
度
の
フ
レ
キ
シ
ビ
リ
テ
ィ
が
必
要
で
す
。

実
際
に
適
用
さ
れ
た
と
き
ど
う
か
が
規
制

成
功
の
鍵
を
握
り
ま
す
」
と
言
う
が
、
そ

れ
に
し
て
は
Ｎ
Ｒ
Ａ
の
委
員
長
は
「
国
際

基
準
よ
り
は
る
か
に
厳
し
い
」
と
い
う
こ

と
を
強
調
し
て
い
る
。
こ
の
点
は
ど
う
な

の
か
？

　
「
大
事
な
こ
と
は
厳
し
さ
よ
り
も
柔
軟
性
で
す
。
Ｎ
Ｒ
Ａ
に
よ
れ

ば
こ
の
基
準
は
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
ベ
ー
ス
─
─
こ
う
し
な
さ
い
と
い

う
規
範
的
基
準
で
は
な
く
、
効
果
に
基
づ
い
て
評
価
す
る
と
の
こ
と
。

と
い
う
こ
と
は
、
事
業
者
は
同
じ
結
果
を
出
す
た
め
の
違
う
方
法
を

提
案
で
き
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
そ
れ
は
事
業
者
側
に
提
案
す
る
だ
け
の

力
・
体
制
が
整
っ
て
い
な
い
と
で
き
な
い
が
、
Ｊ
Ａ
Ｎ
Ｓ
Ｉ
（
原
子

力
安
全
推
進
協
会
）
が
設
立
さ
れ
た
の
で
、
新
し
い
提
案
が
で
き
る

可
能
性
が
高
ま
っ
て
い
ま
す
」

　

そ
し
て
フ
ロ
ー
リ
ー
さ
ん
が
も
う
一
つ
重
要
な
こ
と
と
し
て
挙
げ

た
の
は
「
Ｎ
Ｒ
Ａ
が
オ
ー
プ
ン
に
事
業
者
と
対
話
を
持
つ
こ
と
。
即

対
応
す
べ
き
こ
と
と
猶
予
期
間
を
設
け
て
よ
い
対
策
な
ど
に
つ
い
て

双
方
で
十
分
協
議
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
」

　

但
し
、
今
の
日
本
で
は
難
し
い
か
も
し
れ
な
い
と
フ
ロ
ー
リ
ー
さ

ん
は
続
け
る
。「
オ
ー
プ
ン
な
対
話
の
実
現
に
は
規
制
当
局
の
評
判

が
重
要
で
す
。
き
ち
ん
と
独
立
し
て
い
て
、
能
力
が
あ
る
と
広
く
認

識
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
Ｎ
Ｒ
Ａ
が
権
威
あ
る
機
関
と
し
て

日
本
社
会
に
根
づ
く
に
は
ま
だ
時
間
が
か
か
る
で
し
ょ
う
」

　

と
も
あ
れ
七
月
に
新
規
制
基
準
が
施
行
さ
れ
、
再
稼
動
の
た
め
の

審
査
が
始
ま
る
が
、
マ
ン
パ
ワ
ー
不
足
が
懸
念
さ
れ
る
。
追
加
の
人

員
を
雇
う
な
ど
の
フ
レ
キ
シ
ビ
リ
テ
ィ
は
あ
る
か
、
と
フ
ロ
ー
リ
ー

さ
ん
は
首
を
傾
げ
る
。
規
制
組
織
の
運
営
に
も
柔
軟
性
は
必
要
で
、

Ｎ
Ｒ
Ａ
は
安
全
性
を
ベ
ー
ス
に
審
査
す
る
が
、
電
力
不
足
を
懸
念
し

て
い
る
企
業
な
ど
ユ
ー
ザ
ー
の
思
い
に
応
え
る
に
は
審
査
を
急
が
な

け
れ
ば
い
け
な
い
、
と
。

　
「
日
本
の
よ
う
に
発
電
所
を
止
め
た
ま
ま
と
い
う
国
は
あ
ま
り
な

い
。
通
常
は
動
か
し
な
が
ら
審
査
を
行
う
。
も
ち
ろ
ん
非
常
に
深
刻

で
致
命
的
な
場
合
は
全
部
止
め
る
こ
と
は
あ
り
得
ま
す
。
大
事
な
こ

と
は
『
原
子
力
事
故
は
起
こ
り
得
る
』
と
い
う
意
識
を
常
に
持
ち
続

け
る
こ
と
で
す
か
ら
」。
図
ら
ず
も
本
誌
オ
ピ
ニ
オ
ン
ペ
ー
ジ
で
取

材
し
た
ラ
コ
ス
ト
さ
ん
と
同
じ
指
摘
が
返
っ
て
き
た
。
長
年
、
原
子

力
安
全
規
制
の
現
場
で
、
事
業
者
や
社
会
と
対
峙
し
な
が
ら
腕
を
振

る
っ
て
き
た
人
た
ち
の
言
葉
だ
け
に
、
重
く
響
く
。

　

最
後
に
フ
ロ
ー
リ
ー
さ
ん
は
、「
フ
ク
シ
マ
事
故
は
不
幸
な
出
来

事
で
し
た
が
、
こ
れ
を
機
に
世
界
中
の
政
府
が
『
原
子
力
安
全
に
つ

い
て
真
剣
に
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
』
と
理
解
し
ま
し
た
。
Ｉ
Ａ

Ｅ
Ａ
は
こ
の
教
訓
を
踏
ま
え
、『
人
と
環
境
と
社
会
を
守
る
』
と
い

う
目
標
を
各
国
と
共
有
し
て
い
き
た
い
」
と
言
葉
を
結
ん
だ
。
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2013年6月に開かれたIAEA理事会では、フクシマ事故に関し、除染や廃棄物処理など、福島県を引き続き支援する決意が示された ⒸDean Calma/IAEA

2012年1月にはストレステストの適切性を確認するため、IAEAの調査団が関西電力・大飯発電所を視察。
空冷式非常用発電装置などを確認した ⒸGreg Webb/IAEA
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IAEA安全基準の構造

Safety Fundamentals
安全原則

General Safety Requirements
一般安全要件
（全ての施設及び活動に適用される）

Specific Safety Requirements
特定安全要件
（特定の施設及び活動に適用される）

General Safety Guides
一般安全指針
（全ての施設及び活動に適用される）

Specific Safety Guides
特定安全指針
（特定の施設及び活動に適用される）


